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令和６年７月１８日発行

７月号

７月

２４日､２５日､２９～３１日 保護者との教育相談日(6､7月で全保護者参加)
２７日（土） 県吹奏楽コンクール（平佐西小出場）

８月
４日（日） PTA環境整備部の取組 １１日（日） （祝）山の日

１２日（月） 振替休日 １３日（火）～１５日（木）学校閉庁
１８日（日） ＰＴＡ愛校作業 ２１日（水） 出校日

○ ９月２日（月）２学期始業式（給食あり）

「立ち止まって、礼」
校長 新田 賢一

７月３日（水）の全校朝会で子供たちに話しました。
毎朝、校長先生は、正門などで、皆さんが学校に来るのを楽しみに待っています。

そのときに皆さんはあいさつをしてくれますが、「特にうれしいあいさつだな」と思うときがあります。
１つ目は、皆さんが「自分から」あいさつをしてくれたとき。
２つ目は、「元気な声で」あいさつをしてくれたとき。
３つ目は、ちょっと難しいよ…

「立ち止まって、礼」をしながらあいさつしてくれたとき。
この3つ目は、皆さんがもう少し大きくなってからできるようになればいいからね。
明日からも皆さんが元気に登校してくるのを待っています。

平佐西小の子供たちは、保護者や地域の方々から「あいさつがしっかりできる」という称賛のお言葉
を多くいただきます（学校運営協議会の方々からの評価も「あいさつ」の項目は、４点満点中の３．５点
のよい結果でした）。

そんな子供たちの中で、下学年のある女の子は、私が正門に立っていると、必ず近くまで駆け寄って
来て、丁寧に礼をしてくれます。私が校長として赴任してから１年４か月の間、ずっと続いています。その
子たちのことを思い浮かべながら全校朝会で話をしました。
子供の発達段階や一人一人が置かれた状況が違うので、全員に同じことを求めることはありません

が、「心を添えたあいさつが、相手に気持ちのよい印象を与えること」は伝えたいと思いました。

そして、全校朝会で話をした翌日のことです。
正門に立っていると、「立ち止まって、礼」をしてくれる子供たちが増えていました。こんなに早く実行

に移せる平佐西小の子供たちは、「やっぱりすばらしいな」と思いました。

さて、一学期間、「西っ子３つの約束『あいさつ』『思いやり』『はきものそろえ』」をがんばった子供た
ちもいよいよ夏休みを迎えます。
ぜひお子様と一緒に、この1学期にがんばったこと、できるようになったことなどを中心に振り返って

いただければと思います。

学校教育に対する保護者の皆様の御理解・御協力に感謝申し上げます。また、地域の方々におかれ
ましては、朝のあいさつ運動をはじめ、多くの御協力をいただき、ありがとうございました。

夏休みの交通事故や水難事故などに十分気を付けて、意義のある夏休みをお過ごしください。



梅雨の長雨の中、天気の様子や外気温・水温等を考慮しながら水泳
学習を進めてきました。先日、小プールでは低学年、大プールでは中
・高学年が着衣水泳学習を実施しました。小プールでは、プール内を
着衣のままぐるぐる周って水流を作り、水の流れを体感したりペット
ボトルを抱えたりして学習をしていました。
毎年、日本のどこかで痛ましい水難事故が起きています。あっては

ならないことですが、万一に備え、「慌てない！浮く！待つ！」ことを
御家庭でも一緒に確認しておいてください。
水に親しむ機会も増える時期です。楽しい夏を過ごしてほしいと思います。

６、７月にかけて、学校では研究授業を多く行いました。
子供たちの学力向上を目指していくには、授業改善をする

ことが大切です。県で行われる初任者研修、ステップアップ研修、パワーアップ研修などの年次的
な研修の中で行う授業もありますが、本校では、全員が自主的に一人一授業を計画し、相互に参観
する取組を行っています。土曜参観では、多くの保護者の方に授業を参加していただきました。授
業形態を工夫したり、タブレットなど学習ツールを使ったりしている授業もありました。これから
もよりよい授業に向けて、全職員で力を合わせて頑張っていきます。

７月15日（月）に、サンアリーナせんだい（市総合運動公園総合
体育館）で、標記の綱引大会がありました。本校からは４チームが
出場し、全チームが決勝トーナメントに出場しました。結果は男子
の部が優勝と３位、４位、女子の部が準優勝でした。
決勝戦では、予選で劣勢と予想した相手に勝利し、「よく引けて

いた！」「粘り強かった！」という引率職員の声が印象的でした。
翌日登校した児童の中には「頑張りすぎて全身筋肉痛です。」と

伝えて来たり、湿布を貼って登校したりする子供たちもいましたが、
充実感に満たされた表情をしていました。

令和６年度県図画作品展市審査会 推薦者（小１～小６） ※県の審査に推薦されています。
小１ 立部由梨 小１ 藤井 輝帆 小５ 別府 志優 小６ 竹原 葵

小１ 成松快理 小４ 多賀 桜星
令和６年度「歯と口の健康週間」図画・ポスター
【薩摩川内市長賞】 １年 多賀 冬空
【市学校保健会長賞】６年 堀之内 綾香
【金賞】 ６年 吉満 葵美 【 お知らせ 】
【金賞】 ６年 浦田 綾乃 ◎ 10月20日（日）の第78回運動会は、午前開催
第７回薩摩川内市防犯少年綱引大会 で実施します。
【 優勝 】平佐西小６年生チーム ※ 詳細については、後日連絡します。

体育館用→

「ピンポンパンポーン（音）」「熱中症警戒レベルを発表します。本日は、厳重
警戒レベルです。校庭の昼休みの開放は、前半が下学年、後半が上学年です。給
水タイムを５分間取ります。」子供たちは給食を食べながら、昼休みに外で遊べ
るかどうか、アナウンスに聞き入っています。
昼休みの子供たちは、実に素直に放送に従い、放送があったら、 校庭用→

さっと木陰に入って休憩をしたり、水筒で給水をしたりすることができています。
再開のチャイムが鳴ると同時に、再び汗びっしょりになって、ボール遊びをした
り、校庭を走り回ったりする様子を見ながら、子供たちの活力を感じます。
職員室のドアを開けて空気を入れ換えていると、優しい声も聞こえてきます。

「ここ使っていいよ。」「ごめんね。」「大丈夫？」「サンキュー！」「ありがとう。」
絆を結ぶ言葉が、今日も校内を飛び交っています。

【着衣水泳学習の様子】

【 綱引き大会の様子 】

【 最近の授業の様子 ～各写真～ 】

【 毎日使うＷＢＧＴ計測器（熱中症計）】




